












多くは、大阪大学附属図書館懐徳堂文庫に保管されている。懐徳堂文庫以外にも関連資料は存在するが、これらの資料の内、詳細な検討を加えられているものは少ない。本稿で取り上げる『中庸聞書』も、その一つである。『中庸聞書』は、国会図書館所蔵の資料であり、書名に「聞書」の語が入った一連の著作の中の一つである。これら一連の著作は 国会図書館の目録によると、 懐徳堂を代表する儒者の一人である中井履軒（一七三二～一八一七）の講義録と記載されている。 『中庸聞書』も、やはり履軒の講義録とされているが、実際には講義者及び筆記者は記されてお ず、履軒の講義録とするには不確かな資料である。本稿は、各種「聞書」の中から『中庸聞書』に焦点を絞り、講義者の問題も視野に入れつつ、考察を加えていく





































































































































講義者がここまで強く否定するのは、 「鬼神」に対する他 である。講義者は、 「鬼神」を「陰陽」の鬼神とする
解釈（資料２・３・５の傍線部）や、 「幽霊」のようなものとする解釈（資料４の傍線部）を厳しく斥ける。また、 「上ノ章（第二十四章を指す） 」は「天下造化」の鬼神、ここでは「陰陽」に通じる鬼神、といったように鬼神を分て解釈すること（資料１の傍線部）も否定する。














低い。そ は、前章で掲げた引用文中にあったように、 「竹山先生」と尊称している箇所があるからである。もちろん、尊称の有無のみで講義者を決定するのは難しい。清書の段階で筆写者が、講義者である竹山を「先生」と称した可能性も考えられるから ある。












さて、 傍線部には、 竹山が「至誠ノ人」であり、 「前知」した話が述べられている。講義者の意図としては 「前知」
とは予感 ようなものであり、決して怪しいことではないことを示そうとして、竹山と高山彦九郞（一七四七～一七九三）と 話を挙げたのであろう。竹山は彦九郞 親交があったが、何やら配慮せねばならないような気がするとし、彦九郎の宿泊 許さなかった。
竹山と彦九郞との親交は、中井兄弟を良く知る角田九華の『近世叢語』や頼春水『在津紀事』などの記載から



























『左伝聞書』と『孟子聞書』とが履軒の講義録とされるのは、履軒が注釈を付した別の『左伝』 『孟子』の解釈と、共通点があったことが理由となっている。では 『中庸聞書』 場合はどうであろうか。章を改めて 察していきたい。
	 国会図書館蔵『中庸聞書』について
四． 『中庸聞書』と履軒の『中庸』注釈







もちろん、 『中庸』への注釈書も含まれており、それぞれ、 『中庸雕題』 『中庸雕題略』 『中庸逢原』と名づけられ




































此ノ ヲ ヒ玉フニアラズ。古書ニハ、 皆先祖 神ヲ鬼神ト云フナリ
。 （ 『中庸聞書』 第十六章該当個所）
第十六章の経文、 「子曰く、鬼神の徳為るや、其れ盛んなるかな」に対する注釈である。ここでの「鬼神」につ
いて定義しているのが、 各々の傍線部個所である。 『中庸雕題略』は「鬼神」を「人鬼」と「外神」との総称とし、 『中庸聞書』は「先祖の神」としている。つまり、両者が定義するところの「鬼神」は、一致していない。
また、 『中庸聞書』の傍線部中に「鬼神ハ陰陽ヲ云ヒ玉フニアラズ」とあり、 「鬼神」を「陰陽」と連結する考え
を否定する言葉がある。 『中庸雕題』 『中庸雕題略』では確認ができないが、 『中庸逢原』には、前掲の経文に続く個所への注釈で、次に挙げる定義が見られる。
陰陽とは即ち鬼神なり
。古え陰陽の語無く、陰陽の運用も亦た之を鬼神と謂うのみ。亦た其の精神の知覚有る
者の如きを指しての言 。 （ 『中庸逢原』第十六章該当個所）
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傍線部から明らかなように、履軒は、 「鬼神」を「陰陽」と同意義として定義している。これを敷延して考える
ならば、おそらくは、前掲の『中庸雕題略』にある「本義」とは、 「陰陽」を意味しているのであろう。 『中庸聞書』は、前掲引用文の冒頭にある「鬼神ハ陰陽ト云フコトナリ」の一文から、一見すると「鬼神」と「陰陽」とを同意義として解釈しているようで が、傍線個所で「然レドモ、此ノ鬼神ハ陰陽ヲ云ヒ玉フニアラズ」と述べており、「鬼神」と「陰陽」とを明らかに区別している。「雕題」および「逢原」での「鬼神」解釈と、 『中庸聞書』での解釈にこのような差異が見られることは、 『中庸聞書』の講義者が、履軒である可能性が低いことを示していると言えよう。なお、 「雕題」類の作成よりも前の段階、つまり、講義時の が若年である仮定も考えられる。しか 、高山

























）	 『万年先生遺稿』の竹山撰の序文を参照。 『万年先生遺稿』は、 『懐徳』第十八号（懐徳堂堂友会、一九四〇年）に、吉田鋭雄拾輯「石菴先生遺稿」として翻刻されている。
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（
）	 「鬼神ノ章十六章ニアルハ錯簡ナリ。……万年三宅先生ノ卓見ニテ、コノ章ヲ二十四章ニスレバ前後ヨク連読ストアリシヨリ、五井・中井ノ二先生コレヲトナヘテ、今ノ竹山・履軒ノ両先生ニイタリテソノ説備ハル。……千載ノ一快ト云ベシ」 （ 『夢の代』巻七）
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南昌宏「大阪大学懐徳堂文庫所蔵 中庸雕題』関連諸本」 （懐徳堂文庫復刻叢書七『中庸雕題』 、懐徳堂・友の会、










中井木莵麻呂「旧懐徳堂平面図」 （ 『懐徳』第九号、懐徳堂堂友会 一九三一年）
〔附記〕
	
本稿は、第三十六回（平成十九年度）三菱財団人文科学助成（研究代表者・池田光子）による研究成果の一部である。
	
（文学研究科助教）
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摘要
國立國會圖書館藏《中庸聞書》的有關考察
池田	光子
與懷德堂有關的很多貴重資料，都被保存在大阪大學附屬圖書館的懷德
堂文庫中。可是，在懷德堂文庫以外，也存在著一些有關懷德堂的資料。對這
些資料，至今很少被詳細考察過。本稿的研究対象《中庸聞書》，也被認為是
與懷德堂有關，但沒有被加以詳細考察的資料之一。
國會圖書館中，有一系統的題目中含有「聞書」二字的著作，《中庸聞
書》是其中之一。書中，中井履軒被作為授課者在目錄上記了下来。然而，已
有學者指出，有的「聞書」中，雖然目錄中被記錄以授課者是履軒，但實際上
並非履軒。本論文結合授課者的問題，來對《中庸聞書》的思想特徵加以考察。
其結果,	會發現《中庸聞書》有以下兩個思想特征。第一，朱子《中庸
章句》三十三章中，第十六章被移到了第二十四章後面。第二，對於第十六章
的「鬼神」，主張「無鬼論」。上述兩點，均被稱為懷德堂學問的特徵，由此
可見，《中庸聞書》的授課者，是與懷德堂有關的人物。
把以上的特徴和履軒著述的其他的《中庸》註釋書（《中庸逢原》，
《中庸雕題略》，《中庸雕題》）進行比較對照，就會發現，在前者第十六章
移動的特徵上，是相同的。可是，後者的「無鬼論」貫徹始終，比履軒的解釋，
更為徹底。可見雙方在解釋上尚有差異。
總之，《中庸聞書》雖然作為履軒的講義的可能性很低，但是，授課者
顯然是學習過懷德堂學問的人物，同時，作為其思想的特徵，本書顯然比履軒
更爲徹底地宣揚了「無鬼論」。
可以說，《中庸聞書》，作為與懷德堂有關的人物的講義錄，是在研究
懷德堂的「無鬼論」的展開方面非常重要的書，也是今後在推進懷德堂的研究
方面，主要的資料之一。
キーワード：『中庸聞書』，懐徳堂，中庸錯簡説，無鬼論，中井履軒
